
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○鳥獣の保護活動（丹頂保護活動）

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道阿寒郡鶴居村 鶴居地区
あかんぐんつるいむら つ る い ち く

協 定 面 積 田 畑 草地(100％) 採草放牧地
4,051 ha 牧草
交 付 金 額 個人配分 50％
6,076万円 共同取組活動 総務一般管理 4％ 農道、水路管理 2％

50％ 環境整備 2％ 共同作業推進 38％（ ）
農家子弟支援 1％ 都市住民交流 1％
鳥獣保護活動 1％ 廃ラップ処理他 ％1

協定参加者 農業者 59人、生産法人 5 農業協同組合 1 その他 5

２．取組に至る経緯

・担い手の高齢化、経営規模拡大から家族労働だけでは十分な農作業が行えない状況

にあり、共同作業を行うトラクター利用組合体制による効率化とコスト削減を目指

すこととした。さらに、農場や地区集会場周辺はじめ農道や排水路周辺の環境整備

や景観保全を実施し、環境や景観に配慮した農業経営を展開している。

・このような中、村鳥で特別天然記念物の丹頂が多く生息する本村においては、給餌

場の確保と環境整備を含めての保護活動も強化を必要とするところである。

昨今、各地域ではエゾシカによる被害が問題となっているが、丹頂による被害につ

いても皆無ではない。このため、丹頂の給餌場の確保や繁殖地周辺の環境整備によ

って保護活動の強化を図りながら、併せて農業への影響も最小限に抑える事にも目

を向け、集落としての共同取組活動として実施することとなった。

３．取組の内容

・遊休農用地の活用による丹頂の繁殖地や給餌場の確保のため、草地と隣接する丹頂

生息地周辺の環境整備の実施。具体的には雑木他の伐採、撤去作業と給餌場周辺の

環境整備を実施した。

雑木の撤去や給餌場周辺の環境整備により、丹頂の繁殖地確保と給餌場周辺の環境

整備が図られた。

村鳥「タンチョウ」 繁殖地確保の為の雑木撤去作業



［集落の将来像]
鶴居村は釧路湿原国立公園に隣接し、傾斜地が多いなどの立地特性から、農業生産活動を通じ国土の

保全、水源のかん養、良好な景観形成等の機能を発揮している。しかしながら、担い手の高齢化や経営
規模拡大の為、戸単位では十分な農作業が行えない状況にあり、共同作業実施等による効率化とコスト
削減を目指す。
環境や景観にも配慮し、農場や地区集会場周辺はじめ農道他周辺の環境整備と景観保全をし環境と調

和した農業経営を図っていく。村鳥で特別天然記念物の丹頂が多く生息する本村においては、給餌場の
確保と環境整備を含めての保護活動も強化が必要である。
また、消費者から食品の安心・安全も問われている昨今、集落が一体的にこれらの課題克服と自立的

な農業生産活動の継続の為に、農作業の共同化や担い手確保他の課題克服をし生産性と収益の向上他、
多面的機能の増進を図り、集落の結束と活性化を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
①農作業に係る機械・農作業の共同化の推進 ②鳥獣の保護活動
③農村環境保持のための環境整備 ④農家子弟に対する花嫁支援
⑤土地資源に立脚した農業の推進 ⑥安全・安心な生乳の生産

［活動内容］
農業生産活動 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 鳥獣保護活動 農作業の機械・共同化の推進

耕作放棄抑止の為、賃借権設 丹頂給餌場、繁殖地確保 飼料収穫作業の共同化
定や農作業委託 利用組合への加入促進

農村環境保持のための整備 集落周辺の環境整備 花嫁対策など農家子弟への支援

農道の清掃や草刈り及び簡易 集落周辺清掃・花壇整備 各種企画に参画、パートナーの
補修 獲得
水路の清掃、草刈り台風等の
降雨後の見回り 都市部市民との交流

草地更新
他集落との連携による修
学旅行生酪農体験受入 自立更新助成

収量向上、良質粗飼料確保

○鶴居村タンチョウ愛護会との連携により保護活動を実施集落外との連携

４．取組による変化と今後の課題等

丹頂の保護活動に、集落として参加する事により 「農業と環境の共同」への意識高、

揚が図られた。また、都市部市民との交流については、修学旅行生の受入により集落

の活性化にも一定の効果が得られた。なお、花嫁対策について、後継者等の意識は高

く積極的に活動してるが、実際に結婚まで結びつくことが難しいのが課題である。

[平成21年度までの主な成果]
○飼料収穫作業の共同作業面積(当初3,802ha、目標3,900ha、H21実績3,918ha)
○鳥獣保護活動(当初800羽、目標800ha、H20実績1065羽、H21実績724羽)


